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2021（令和 3）年度 第 4回経済学部教授会議事録（要旨） 

 

日 時：2021（令和 3）年 7月 9日（金） 14:00 ～ 

場 所：板橋校舎 1号館 3階 10301教室 

開催方法：対面式および ZOOMによる中継会議 

構成員 ： 38名（定足数：19名） 

出席者 ： 34名（定足数充足） 

欠席者 ：  4名 

議 長 ： 経済学部長 

 

 

議題 

 １．教務委員会報告に関する件 

 ２．学籍異動に関する件 

 ３．大東文化大学公的研究費の適正管理に関する規程の改正（案）に関する件 

 ４．大東文化大学ヒトを対象とする医学系研究に関する倫理規程の改正（案）に関する件 

 ５．大東文化大学安全保障輸出管理規程の制定（案）に関する件 

 ６．大東文化大学研究者の行動規範の改正（案）に関する件 

 ７．大東文化大学教職課程センター規則の改正（案）に関する件 

 ８．2022（令和 4）年度昇格審査委員会の設置に関する件 

 ９．2022（令和 4）年度助教更新審査委員会の設置に関する件 

 10．その他 

 

報告承認事項 

 １．2022（令和 4）年度経済学部予算に関する件 

 ２．その他 

 

報告事項 

 １．東松山キャンパス運営委員会報告について 

 ２．2020年度特別研究費執行状況および 2021年度特別研究費交付決定額について 

 ３．2021年度各種委員会委員の選出について 

 ４．2021年度学年暦の変更について 

 ５．2022（令和４）年度海外研究員、国内研究員、 

          海外留学者、特別研究期間制度適用者の申請について 

 ６．BIND.note（バインド・ノート）の導入について 
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 ７．100周年記念事業に関する報告について 

 ８．研究推進室からの報告について 

 ９．学生支援センターからの報告について 

 10．地域連携センターからの報告について 

 11．内部質保証委員会からの報告について 

 12．2022年度全学プロジェクト予算（学長予算）にかかる 

             基本方針の公表及び公募採択事業の募集について 

 13．次期中長期計画策定：各大学部会の基本目標、具体的施策について 

 14．2021年度前期定期試験実施本部長、担当責任者について 

 15．「学園の現況」冊子媒体の配付停止について 

 16．リカレント教育検討部会の設置について 

 17．「客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料（ＧＰＡ分布）」 

 18．2021年度評価付与内規（修正版）試験的導入について 

 19．国内協定校派遣留学生制度について 

 20．3年生 PROGの実施について 

 21．DPと科目の紐付け（星付け）について 

 22．経済研究所からの報告について 

 23．経済学部演習成果発表会実行委員会からの報告について 

 24．その他 

 

 

経済学部長が議長となり、出席者数が学則第 11条の 5に定める定足数（19名）を充た

していることを確認の上、開会を宣言した後、議事に入った。 

 

議題１．教務委員会報告に関する件 

教務委員会委員長が「資料」に基づき、以下について教務委員会での審議結果を説明し、

審議の結果、教授会はこれらを承認した。 

  ・2022年度科目編成表 

  ・ゼミ募集における「性別記載」について 

 

議題２．学籍異動に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、3名の退学および 1名の休学について説明し、審議結

果、教授会はこれを承認した。なお、同資料は個人情報保護の観点から DBポータルのキ

ャビネットに格納されている資料には掲載されていない旨の補足説明があった。 

 

議題３．大東文化大学公的研究費の適正管理に関する規程の改正（案）に関する件 
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経済学部長が「資料」に基づき、同規程の改正（案）の趣旨、改正の主な内容について

説明し、審議の結果、教授会はこれを承認した。なお、この案件については、学部教授会

の審議及び議決をもって、研究科委員会の審議及び議決に替えることができる旨を補足

説明した。 

 

議題４．大東文化大学ヒトを対象とする 

             医学系研究に関する倫理規程の改正（案）に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、同規程の改正（案）の趣旨、改正の主な内容について

説明し、審議の結果、教授会はこれを承認した。なお、この案件については、学部教授会

の審議及び議決をもって、研究科委員会の審議及び議決に替えることができる旨を補足

説明した。 

 

議題５．大東文化大学安全保障輸出管理規程の制定（案）に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、新たな規程の制定（案）の趣旨、制定の主な内容につ

いて説明し、審議の結果、教授会はこれを承認した。なお、この案件については、学部教

授会の審議及び議決をもって、研究科委員会の審議及び議決に替えることができる旨を

補足説明した。 

 

議題６．大東文化大学研究者の行動規範の改正（案）に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、同規範の改正（案）の趣旨、改正の主な内容について

説明し、審議の結果、教授会はこれを承認した。なお、この案件については、学部教授会

の審議及び議決をもって、研究科委員会の審議及び議決に替えることができる旨を補足

説明した。 

 

議題７．大東文化大学教職課程センター規則の改正（案）に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、同規則の改正（案）の趣旨、改正の主な内容について

説明し、審議の結果、教授会はこれを承認した。 

 

議題８．2022（令和 4）年度助教更新審査委員会の設置に関する件 

経済学部長が今年度で契約期間満了となる現代経済学科助教から「助教更新申請書」が

提出された旨を報告した後、「資料」に基づき契約更新についての説明をした。次に、助

教更新審査委員会委員について立候補者を募ったが、申し出がなかったので執行部案を

提示し、審議の結果、教授会はこれを承認した。承認後、早期に第１回更新審査委員会を

開催し、互選により委員長を決定した上で、審査に移るよう要請があった。 

 

議題９．2022（令和 4）年度昇格審査委員会の設置に関する件 
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経済学部長が昇格審査について教員 6 名から申請があった旨を報告し、候補者を公表

した。次に、昇格審査委員会委員について立候補者を募ったが、申し出がなかったので、

執行部案を提示し、審議の結果、教授会はこれを承認した。承認後、早期に第１回昇格審

査委員会を開催し、互選により委員長を決定した上で、審査に移るよう要請があった。 

 

報告承認１．2022（令和 4）年度経済学部予算に関する件 

経済学部長が「資料」に基づき、語学研修・留学サポート委員会より中国語コンテスト

について事業廃止の届け出があった旨を報告し、教授会はこれを承認した。 

 

報告１．東松山キャンパス運営委員会報告について 

東松山担当主任が「資料」に基づき、以下について同委員会にかかる審議内容について

報告した。 

 ・開講コマ数（５年間の推移）の検証結果確認 

 ・朝ごはんプロジェクト 

併せて、「朝ごはんプロジェクト」を学生に周知してほしい旨の依頼があった。 

 

報告２．2020年度特別研究費執行状況および 2021年度特別研究費交付決定額について 

経済学部長が「資料」に基づき、昨年度の特別研究費の執行状況および今年度の交付決

定額について報告した。 

 

報告３．2021年度各種委員会委員の選出について 

経済学部長が「資料」に基づき、今年度の法人および大学各種委員会委員について報告

した。併せて、内容を確認し誤りがあれば、7月 12日 12時までに学部事務室事務長まで

申し出てほしい旨の要請があった。 

 

報告４．2021年度学年暦の変更について 

経済学部長が「資料」に基づき、定期健康診断の日程決定による学年暦の変更について

報告した。 

 

報告５．2022（令和 4）年度海外研究員、国内研究員、 

           海外留学者、特別研究期間制度適用者の申請について 

経済学部長が「資料」に基づき、次年度の海外研究員、国内研究員、海外留学者、特別

研究期間制度適用者について報告した。 

 

報告６．BIND.note（バインド・ノート）の導入について 

経済学部長が「資料」に基づき、次年度より導入される出欠管理システム（BIND.note
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（バインド・ノート））について説明した。9 月よりテスト運用する旨の補足説明の後、

以下の意見の開陳があった。主な意見は以下のとおり。 

・ワンタイムパスワードは SNSを利用すれば不正が可能となるのでは。 

・電車の遅延で遅刻した場合はどうすればよいのか。 

・学内の wi-fi環境は整備されるのか。 

・manabaの出欠管理機能（レスポン）との違い。 

・既存のシステムが 3つあり、これらの機能を利用できないのか。 

・スマホを所持していない学生への対応。 

・授業中にスマホを使わせたくない教員への意見聴取について。 

・導入費用。 

 

報告７．100周年記念事業に関する報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、100周年事業の目的、方向性、進め方について説明し

た。 

 

報告８．研究推進室からの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、「令和 4年度科研費申請にかかる講演会の開催」につ

いて報告した。 

 

報告９．学生支援センターからの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、「高等教育の修学支援新制度 支援対象学生の学修指

導について（お願い）」について説明し、併せて経済学部の対象学生については、学部執

行部およびゼミ指導教員が注意喚起を促す学修指導を実施した旨の報告があった。 

 

報告 10．地域連携センターからの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点より 9月 30

日まで大東文化会館の施設貸出禁止としているが、今後の感染状況次第では 10月 1日以

降も延長される可能性がある旨を報告した。 

 

報告 11．内部質保証委員会からの報告について 

経済学部長が「資料」に基づき、内部質保証に関する進捗状況について報告した。 

 

報告 12．2022年度全学プロジェクト予算（学長予算）にかかる 

              基本方針の公表及び公募採択事業の募集について 

経済学部長が「資料」に基づき、全学プロジェクト予算の基本方針を報告した後、公募

採択事業の詳細について説明した。 
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報告 13．次期中長期計画策定：各大学部会の基本目標、具体的施策について 

経済学部長が「資料」に基づき、次期中長期計画の中間報告について説明した。 

 

報告 14．2021年度前期定期試験実施本部長、担当責任者について 

経済学部長が「資料」に基づき、試験期間中における各校舎定期試験実施本部長につい

て報告した。 

 

報告 15．「学園の現況」冊子媒体の配付停止について 

経済学部長が昨年度までは冊子体で配布していた「学園の現況」を、今年度からホーム

ページのみの公開とし、冊子体を配布しない旨の報告をした。 

 

報告 16．リカレント教育検討部会の設置について 

経済学部長が「資料」に基づき、リカレント教育部会を設置した旨の報告をした。 

 

報告 17．「客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料（ＧＰＡ分布）」について 

経済学部長が「資料」に基づき、大学全体と経済学部および社会経済学科並びに現代経

済学科の成績分布状況について説明した。 

 

報告 18．2021年度評価付与内規（修正版）試験的導入について 

経済学部長が「資料」に基づき、ＧＰＡの信頼性を担保するために評価付与内規（修正

案）を成績付与評価基準として活用してほしい旨の説明をした。 

 

報告 19．国内協定校派遣留学生制度について 

経済学部長が「資料」に基づき、2022 年度大東文化大学国内留学生募集要項について

説明し、学生に周知してほしい旨を依頼した。 

 

報告 20．3年生 PROGの実施について 

経済学部長が「資料」に基づき、全学部 3 年生の学生を対象に、WEB で PROG を実施す

る旨の説明をした。 

 

報告 21．DPと科目の紐付け（星付け）について 

経済学部長が「資料」に基づき、社会経済学科、現代経済学科、経済学専攻博士課程前

期課程および後期課程の各カリキュラムと全学の学位授与方針（DP1～DP4）の関連割合に

ついて説明した。 
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報告 22．経済研究所からの報告について 

経済研究所研究部会長が「資料」に基づき、以下の点について案内し、詳細については

9月の教授会で説明することとなった。 

 ・刊行物の原稿募集（「経済研究」第 35号、「経済研究所報」第 36号） 

 ・次年度研究プロジェクト 

 

報告 23．経済学部演習成果発表会実行委員会からの報告について 

経済学部演習成果発表会実行委員会委員長が「資料」に基づき、参加手続き（案）につ

いて説明し、最終確定版での参加手続きについては 9 月の教授会で説明することとなっ

た。また、大学院生の参加の可否についての質問があり、実行委員会委員長から参加は可

能である旨の回答があった。 

 

報告 24. その他 

①．経済学部長より、試験で不正行為を行わないよう学生へ注意喚起を促してもらいた

い旨の要請があった。 

②．予算委員会委員長から、次年度の予算編成にあたって各委員長および各部会長に事

業計画書および経常予算要求書の提出依頼があった。後日、学部事務室より今年度

提出された資料および予算積算書を送付するので、修正した電子データを 7 月 30

日（金）17 時までに学部事務室に提出した後、署名捺印した事業計画書原本を提

出して貰いたい旨の説明があった。 

 

 

                                     以 上 

 

 

 


